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春
暖
の
候
、
町
会
員
の
皆
様
に
は
、
お

変
わ
り
な
く
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
察
し
い

た
し
ま
す
。

　

東
武
鉄
道
㈱
の
押
上
第
二
号
踏
切
の
高

架
工
事
に
つ
い
て
は
、
完
成
ま
で
相
当
年

数
を
要
す
る
状
態
で
す
。
墨
田
区
の
都
市

計
画
で
は
、
東
武
鉄
道
本
社
前
道
路
か
ら

奥
の
方
へ
道
路
幅
員
を
広
げ
て
入
り
、
一

番
奥
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
で
き
、
そ
の
ロ
ー

タ
リ
ー
か
ら
高
架
下
を
潜
り
「
南
北
線
」

の
歩
行
者
専
用
道
路
が
設
置
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
押
上
駅
周
辺
の
整
備
も
計
画
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

飛
木
稲
荷
神
社
の
「
祭
礼
は
例
祭
」
と

な
り
ま
す
。「
祭
礼
日
程
」
は
、
九
月
十
一

日
（
金
）
か
ら 

十
三
日
（
日
）
の
予
定
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
会
役
員
の
改
選
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
町
会
役
員
に
ご
奉
仕
で
き

る
方
は
、
多
数
の
皆
様
の
ご
協
力
が
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
町
会
内
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

　

今
年
の
冬
は
き
び
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
皆

さ
ま
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
暑
さ
寒
さ
も

彼
岸
ま
で
」
と
申
し
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
と
お

り
で
す
ね
。お
彼
岸
に
入
っ
て
か
ら
暖
か
く
な
り
、

桜
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
、
三
月
中
に
は
満
開
に

　

寒
い
日
も
暖
か
な
日
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ま
体
調
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
会
で
は
、
去
る
三
月
七
日
（
土
）
の
夜

に
「
歓
送
迎
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
同
様

に
押
一
子
ど
も
会
さ
ん
主
催
で
、
錦
糸
町
近
く

の
中
華
食
べ
放
題
の
お
店
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

途
中
子
供
た
ち
に
は
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
景
品
を
も
ら
い
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

今
年
は
登
校
班
で
、
卒
業
生
が
二
名
、
四
月
か

ら
は
新
入
生
が
三
名
加
わ
り
ま
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
六
年
生
は
た
く
ま
し
く
中
学
生
に
な
る

抱
負
を
挨
拶
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
ら
と
り
子
供
会
内
に
は
、
卒
業
生
も
新
入

古
山　

統
子

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

峯
岸　

久
美
子

【

婦

人

会

】

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】
【
交
通
部
か
ら
お
知
ら
せ
】

　

先
日
回
覧
で
ご
案
内
し
た
「
区
民
交
通
傷
害
保

険
」
の
当
町
会
の
加
入
店
の
加
入
者
数
五
十
六
名

で
し
た
。
各
地
区
部
長
の
皆
様
取
り
ま
と
め
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
お

預
か
り
頂
い
た
申
込
書
と
掛
金
は
、
三
月
十
二
日

に
墨
田
区
役
所
十
四
階
の
「
区
民
活
動
推
進
課
」

に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
領
収
書
兼
加
入
者
証
が
届

く
に
は
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
何

と
ぞ
ご
承
諾
お
き
下
さ
い
。
何
か
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、「
区
民
活
動
推
進
課
」
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

【
す
み
だ
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　
第
七
回
す
み
だ
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム　

商
店
街
は　

ま
ち　

の
景
観「
そ

れ
で
も
商
店
街
は
必
要
だ
！
！
」
基
調
講
演
「
街

の
魅
力
・
商
店
街
の
魅
力
」
服
部
明
治
学
院
大

学
経
済
学
部
教
授
の
講
演
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
住
民
に
と
っ
て
商
店
街
は
大
切

な
も
の
で
、
ど
う
し
て
も
必
要
不
可
欠
な
も
の

　
「
押
仲
す
こ
や
か
チ
ー
ム
」
も
早
い
も
の
で

二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平

成
二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
に
祝
賀
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
の
皆

様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
高
齢
者
の
人
口
も
増
え

て
ま
い
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
会
員
の
方
々
は

健
康
に
留
意
し
、
精
神
、
肉
体
的
に
若
さ
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
会
員
の
方
々
に
接
す
る
度
に
若
さ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
よ
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。会
員
の
方
々

の
ご
支
援
に
よ
り
楽
し
く
、
健
康
的
に
若
い
方

た
ち
か
ら
羨
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
活
動
し

て
行
く
所
存
で
す
。

な
る
よ
う
で
す
。

　

婦
人
会
で
は
新
年
度
ま
で
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
町
会
の
防
火
防
災
部
よ
り
「
春
の
火

災
予
防
運
動
週
間
」
の
期
間
、
夜
警
の
応
援
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。「
本
所
防
火
女
性
の
会
」
に
所

属
し
て
い
る
三
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
手
で
カ
チ
カ
チ
と
拍
子
木
を
た
た
き

な
が
ら
町
内
を
歩
き
ま
し
た
が
気
が
つ
か
れ
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
？　

途
中　

家
の
中
か
ら
「
ご
苦

労
様
」
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
寒
さ
も
と

ん
で
し
ま
う
ほ
ど
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。
少

し
で
も
お
役
に
た
て
て
光
栄
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
よ
う
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
行
委
員
会

押
仲
す
こ
や
か
チ
ー
ム
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

生
も
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
度
は
新
六
年
生
、
新

四
年
生
、新
三
年
生
の
三
名
の
男
子
で
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
の
か
と
言
う
商
店
主
に
と
っ
て
厳
し
い
問
い

か
け
か
ら
始
ま
り
。
Ｓ
Ｃ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
）、Ｃ
Ｓ
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
）

が
あ
れ
ば
事
足
り
る
の
で
は
な
い
か
、
Ｓ
Ｃ
，

Ｃ
Ｓ
と
商
店
街
の
消
費
者
に
よ
る
比
較
。

　

消
費
者
か
ら
の
両
者
に
対
す
る
視
点
。　

　

店
側
か
ら
の
視
点
。

　

社
会
的
視
点
（
今
回
の
主
催
の
景
観
か
ら
の

　

視
点
）

　

以
上
三
視
点
か
ら
の
基
調
講
演
で
「
そ
れ
で

も
商
店
街
は
必
要
だ
」
に
対
す
る
下
記
の
六
点

の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
、
消
費
者
に
ソ
ム
エ
リ
的
サ
ー
ビ
ス
を
提

　
　
　

供
。

　

二
、
起
業
た
る
機
会
を
提
供
す
る
。

　

三
、
広
場
と
し
て
の
準
公
共
空
間
（
財
）。

　

四
、
地
域
性
を
反
映
さ
せ
た
町
並
み
を
景
観

　
　
　

形
成
す
る
。

　

五
、
社
会
教
育
の
場
。

　

六
、
地
元
の
人
が
街
を
楽
し
む
機
会
を
提
供

　

そ
の
次
に
区
内
数
箇
所
と
区
外
一
箇
所
の
商

店
街
の
写
真
に
よ
る
説
明
が
行
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
参
加

者
は
大
学
教
授
、
商
店
街
事
務
局
長
、
ゼ
ミ
学

生
、
区
在
住
の
建
築
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
以

上
五
名
そ
の
他
出
席
者
）で「
商
店
街
の
活
性
化
」

と
言
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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総
会
に
出
よ
う
！

町
会
費
を
払
っ
て
い
る
町
会
員

の
皆
さ
ん
、
今
年
は
町
会
の
総

会
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
年
間
の
町
会
活
動
の
報
告
だ

け
で
は
な
く
、
町
会
員
の
皆
さ

ん
が
日
頃
感
じ
て
い
る
疑
問
を

説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
関
東
大
震
災
か
ら
９
２
年
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
４
年
が
経
っ
て
、
私
達
の
地
域
の
防
災

対
策
は
住
民
に
と
っ
て
大
切
な
事
柄
で
す
か
ら
、
墨

田
区
や
町
会
の
防
災
対
策
の
内
容
を
担
当
責
任
者
の

防
災
部
長
が
丁
寧
に
説
明
し
た
り
、
更
に
町
内
に
は

墨
田
区
が
設
置
管
理
す
る
消
火
器
と
町
会
が
設
置
管

理
す
る
消
火
器
が
あ
り
、
墨
田
区
は
定
期
的
に
交
換

し
て
い
ま
す
が
、
町
会
設
置
の
消
火
器
は
長
期
間
更

新
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
消
火
器
の
使
用
限

度
が
過
ぎ
た
現
状
と
対
策
を
町
会
幹
部
の
責
任
者
が

具
体
的
に
話
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
単
身
世
帯
が
増
え
る
状
況
の
中

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
民

生
員
や
町
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

を
直
接
民
生
員
や
町
会
幹
部
に
説
明
し
て
貰
う
機
会

で
す
。

　

自
分
達
の
住
む
町
に
関
心
を
持
つ
事
も
大
切
で
す

か
ら
総
会
に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。

【

編

集

後

記 

】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横

井

正

男

　
戦
後
、
都
電
の
終
点
が
柳
島
車
庫
か
ら
福
神
橋

ま
で
、
向
島
須
崎
町
か
ら
寺
島
広
小
路
（
後
に
東

向
島
広
小
路
）
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て
、
戦
後
ま
も
な
く
の

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
「
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
」

が
上
野
公
園
〜
今
井
橋
間
を
押
上
駅
前
経
由
で
開

通
し
ま
し
た
。
当
時
は
レ
ー
ル
が
な
く
架
線
だ
け

で
走
れ
る
交
通
機
関
と
し
て
都
電
に
変
わ
り
活
躍

す
る
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
架
線
も

い
ら
な
い
大
型
バ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
一
九
六
八

（
昭
和
四
三
）
年
都
電
と
共
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
一
六
年
間
の
短
い
命
で
し
た
。
こ
の
地

図
で
は
曳
舟
川
の
埋
め
立
て
工
事
は
ま
だ
完
了
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

五
〇
年
前
の
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
住

居
表
示
変
更
が
あ
り
向
島
請
地
町
の
南
部
、
向
島

押
上
町
、
そ
し
て
吾
嬬
町
西
一
丁
目
及
び
二
丁
目

の
一
部
が
加
わ
り
新
た
に
現
在
の
「
押
上
一
丁
目
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
向
島
請
地
町
の
北
部
は
須
崎
町
の
南
部

と
寺
島
二
丁
目
の
一
部
が
加
わ
り
「
向
島
四
丁
目
」

に
な
り
ま
し
た
。
北
十
間
川
南
側
の
業
平
橋
は
平

川
橋
と
共
に
「
業
平
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
し
て
こ
の
界
隈
の
歴
史
的
な
地
名
で

あ
っ
た
請
地
・
中
之
郷
・
須
崎
・
小
梅
・
寺
島
・
吾
嬬
・

柳
島
等
の
名
が
完
全
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
に
な
っ
て
み
る
と
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
の
写
真
は
続
編
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

東
京
都
は
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
に
、

四
〇
年
余
り
活
躍
し
た
都
電
を
、
王
子
〜
早
稲
田

間
の
一
区
間
の
み
残
し
全
面
廃
止
し
ま
し
た
。

　

経
済
発
展
に
伴
い
自
動
車
が
普
及
し
た
こ
と
で
、

都
電
の
路
面
運
行
が
交
通
大
渋
滞
の
原
因
と
な
っ

た
た
め
で
す
。
併
せ
て
、
バ
ス
の
運
行
が
進
み
、

地
下
鉄
が
順
次
拡
充
さ
れ
公
共
交
通
機
関
と
し
て

代
替
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
の
首
都
高
速
道
路

六
号
向
島
線
・
七
号
小
松
川
線
開
通
も
一
時
期
、

幹
線
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
な
り
ま
し
た
。

四
六
年
前
の
一
九
六
八
（
昭
和
五
三
）
年
、
京
成

電
鉄
押
上
駅
で
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
と
相
互
乗
り

入
れ
す
る
と
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
っ
た
地
上
の

押
上
駅
は
地
下
ホ
ー
ム
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
桜
橋
が
開
通
し

次
号
に
続
く

　

こ
の
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
多
種
の
意
見

が
出
て
き
ま
し
た
が
、
現
役
商
店
街
事
務
局
長

の
お
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
全
国
商
店
街
は
一
万
三
千
余
り
、
東

京
都
の
商
店
街
は
二
千
六
百
強
、
墨
田
区
商
店

街
は
四
十
一
（
最
盛
期
に
は
五
週
七
商
店
街
）

で
あ
り
厳
し
い
現
状
で
す
。
墨
田
区
の
商
店
街

は
地
域
密
着
型
商
店
街
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

な
お
、
一
番
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
商
店
街

の
か
た
ち
で
す
。

　

特
に
下
町
は
住
民
と
地
域
文
化
を
反
映
さ
れ

た
密
度
の
濃
い
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
商
店
街
の
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

結
論
と
し
て
「
商
店
街
の
活
性
化
は
い
か

に
！
」
の
パ
ネ
ラ
ー
回
答
は
五
名
と
も
「
人
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。

　

個
々
の
商
店
が
専
門
知
識
を
深
め
、
楽
し
い

商
店
街
を
作
り
、エ
キ
サ
イ
テ
ン
グ
、イ
ー
ジ
ー

に
考
え
ら
れ
る
催
事
を
継
続
す
る
。
と
言
う
簡

単
で
は
な
い
が
日
々
努
力
を
し
て
い
く
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
若
手
の
経
営
者
、
店

主
が
商
店
街
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
な

お
、
外
部
の
若
手
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

左
図
⑥
は
、「
す
み
だ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
か
ら
の
抜
粋
し
た

現
在
の
地
図
で
す
。

桜
橋
通
り

小梅通り

曳舟川通

言
問
通
り

水戸街道

図⑥

押上駅

当時の押上駅構内（細川勝也氏蔵）

ま
し
た
。

　

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
東
武
鉄
道
は
東
京

メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
と
つ
な
が
り
、
新
た
に
東
武
「
押

上
駅
」
が
新
設
さ
れ
、
京
成
・
都
営
地
下
鉄
と
の
乗

換
駅
と
な
り
ま
し
た
。
乗
降
客
は
格
段
に
増
加
し
、

押
上
・
向
島
・
業
平
地
区
は
一
段
と
交
通
の
至
便
な

街
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
、
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
・
そ
ら
ま
ち
が
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
経
済
は

非
常
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
押
上
界
隈

は
驚
愕
の
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た

　

曳
舟
川
は
五
五
年
前
の
一
九
五
九
（
昭
和
二
九
）

年
に
都
条
例
で
廃
止
、埋
め
立
て
ら
れ
て
現
在
の「
曳

舟
川
通
り
」
に
な
り
水
戸
街
道
の
う
回
路
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
戦
前
に
計
画
し
た
小

梅
通
り
の
開
発
は
中
止
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
行
き

詰
ま
り
状
態
の
道
に
な
り
ま
し
た
。

３
．
昔
の
押
上
駅
と
都
電

　

終
戦
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
〜

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
頃
の
押
上
界
隈

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
え
ば
、
京
成
橋
の
正
面

に
あ
っ
た
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
京
成
押
上
駅
舎
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
駅
舎
は
戦
後
い
ち
早
く

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）

年
に
京
成
が
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
と
相
互
乗
り

入
れ
が
実
現
す
る
ま
で
、
こ
の
駅
舎
で
は
な
か
っ

た
か
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
周
囲
に
は
全
く
高

い
建
物
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

押
上
駅
は
改
札
を
通
り
、
階
段
を
降
り
る
と

ホ
ー
ム
で
す
。
ホ
ー
ム
は
何
番
線
ま
で
あ
り
ま

し
た
か
ね
え
。
金
町
行
・
成
田
行
き
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
は
千
葉
県
や
江
戸

川
・
葛
飾
区
方
面
か
ら
の
通
勤
客
や
学
生
・
高

校
生
た
ち
が
ど
っ
と
降
り
、
改
札
口
を
目
指
し

て
一
斉
に
走
り
出
し
ま
す
。
今
の
様
な
自
動
改

札
で
は
な
か
っ
た
の
で
構
内
は
大
混
雑
で
す
。

駅
員
の
切
符
・
定
期
券
の
チ
ェ
ッ
ク
も
ソ
コ
ソ

コ
に
乗
客
の
多
く
は
京
成
橋
を
急
ぎ
足
で
渡
り
、

都
電
の
押
上
駅
停
留
所
に
殺
到
し
て
い
た
光
景

を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

柳
島
車
庫
始
発
の
都
電
は
23
番
月
島
行
と
24
番

須
田
町
行
き
の
二
系
統
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

狭
い
停
留
所
の
ホ
ー
ム
に
は
乗
客
が
乗
り
切
れ

ず
は
み
出
る
ほ
ど
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

都
電
の
運
転
手
や
車
掌
さ
ん
は
出
来
る
限
り
乗
客

の
積
み
残
し
が
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
か
、
満

員
の
車
内
か
ら
溢
れ
出
た
乗
客
の
た
め
に
ド
ア
を
開

け
た
ま
ま
で
走
り
出
し
て
い
ま
し
た
（
写
真
）。
当

時
は
日
本
も
発
展
途
上
国
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
こ
れ

が
毎
朝
の
都
電
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
光
景
で
し
た
。

よ
く
事
故
や
怪
我
人
が
出
な
か
っ
た
と
今
思
う
と
感

心
す
る
と
同
時
に
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

　

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
が
過
ぎ
る
と
、
千
葉
県
近

郊
の
農
家
の
主
婦
が
取
れ
た
て
の
野
菜
を
沿
線
の
家

庭
に
売
り
歩
く
い
わ
ゆ
る
「
か
つ
ぎ
屋
」
の
集
団
が

乗
っ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
ぎ
屋
の
女
性
た
ち
は
（
竹

で
四
角
く
編
ん
だ
大
き
な
）
背
負
い
籠
に
取
れ
た
て

の
農
作
物
を
一
杯
詰
め
、
更
に
大
き
な
風
呂
敷
に
包

ん
だ
作
物
を
籠
の
上
に
高
く
積
み
背
負
い
ま
す
。
両

手
に
は
、農
産
加
工
品
の
饅
頭
・

お
赤
飯
・
漬
物
・
等
々
を
手
提

げ
籠
に
こ
れ
ま
た
一
杯
詰
め
て

持
ち
ま
す
。
総
重
量
は
何
十
キ

ロ
の
荷
物
を
持
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

子
供
心
に
「
農
家
の
お
ば
さ

ん
た
ち
は
力
持
ち
だ
な
あ
」
と

感
心
し
て
い
ま
し
た
。今
で
は
、

新
鮮
野
菜
の
入
手
が
容
易
に
な

り
、
流
通
コ
ス
ト
も
安
価
に

な
っ
た
た
め
、
い
つ
の
頃
か
ら

か
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

1957(昭和 32)年頃の押上駅（墨田区の歴史）より

昭和 25年頃 23番月島行朝の都電（墨田区の歴史）

当時の柳島車庫（墨田区の歴史）


